
持続可能な社会の構築を目指し、考え、行動する児童の育成 

―創造的なものづくり活動を通して－ 

栃木県上三川町立本郷北小学校 
2014年 7月24日 

日産財団理科教育助成 

１，実践の目的 

アンケート 
 「２０２０年の子どもたちに 
 身につけさせたい力」 
 
平成22年調査 

保護者 教職員 

自分自身で考え、判断し、表
現する力 

１位 ６９％ ２位 ５９％ 

対人関係におけるコミュニ
ケーション力 

２位 ５６％ １位 ７６％ 

物事を最後まで成し遂げる力 ３位 ５３％ ３位 ４４％ 

○アンケート結果やふだんの見取り等から必要と考えられる能力を設定 

（１）様々な視点から事象を見ていく複眼的な観察力及び思考力 

（２）緻密さにこだわる技術的能力 

（３）社会に働きかける行動力 

考える時間 

ものづくり学習 
トピック学習 
（環境・社会・経済） 

・これからの社会を考え、持続可能な社会を構築するための教科づくりに取り組む。 
・子どもたちにどのような能力が必要かアンケート調査を実施。 

２，実践内容 

１．単元名     考える時間「自分の考えを豊かに表現しよう（１）」 
２．単元の目標 
（１）様々な視点から考えたことを伝えながら、自分の考えを広げることができる。【観察力及び思考力】 
（２）条件を満たしたオリジナル手品を考え、表現できる。    【行動する能力】 
                      (中略) 

（１）考える時間 

８．評価（単元ルーブリック） 
    【観察力及び思考力】 
       A  様々な視点から考えたことを、話し合って広げ深めることができる。 
       B  様々な視点から考えたことを、分かりやすく伝え合うことができる。 
   【行動する能力】 
       A  条件を満たしたオリジナルの手品を考え、豊かに表現することができる。 
     B  条件を満たしたオリジナルの手品を考え、発表することができる。 



（２）ものづくり学習 



（３）トピック学習（環境） 



１  進んでものをつくろうとする態度が見られるようになった。 
 ２  物事を様々な視点から考えようとする態度が見られるようになった。 
 ３  新しいものを発見しようとする態度が見られるようになった。 
 ４  進んで話し合おうとする態度が見られるようになった。 
 ５  よく考えてから話をする態度が見られるようになった。 
 ６  最後までがんばろうとする態度が見られるようになった。 
 ７  次にやることを考えて活動する態度が見られるようになった。 
 ８  物事を丁寧にやろうとする態度が見られるようになった。 
 ９  疑問を解決するためにあきらめずに取り組む態度が見られるようになった。 
１０ 考えたことを生かして行動する態度が見られるようになった。 

【保護者への質問項目】 
        学年当初と比較して，児童・生徒の姿に近いものに○をつけてください。 
     ４：そう思う   ３：ややそう思う   ２：あまりそう思わない   １：そう思わない 

観 点 Ａ：  観察力及び思考力 
        → 質問項目３，４，５ 
観 点  Ｂ：  技術的能力       
         →   質問項目６，７，８ 
観 点 Ｃ：  行動する能力 
           →   質問項目９，１０ 

３，実践の成果 
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保護者の記述から 

・自分で料理本を見たり，保護者に聞いたりしながら，料理をするよ
うになった（全学年多数） 
・節電を心がけ，家族にも声をかけるようになった。（６,５,４,３,２年） 
・エコについて考え，行動するようになった。（６,５,４,３,２年） 
・楽しみながら，家でものづくりをするようになった。（５,４,３,２,１年） 
・疑問に思ったことを追究し，納得いくまで調べるようになった。（６,４,
２,１年） 

・ゴミ問題やリサイクルに興味をもち，自分から進んで分別している。
（４,３,２,１年） 
・新聞をじっくりと読むようになった。 （６,５,２年） 
・自ら本を読むようになった。集中して読むようになった。（４,３,１年） 

・目標に向かい最後まで諦めずに物事に取り組めるようになった。  
（４,３年） 

４，今後の展開 

（１）年間指導計画を生かし、今後も継続するために 
    ・総合的な学習の時間を中心とした実践を進める。 
    ・他教科等との関連について明確に位置付ける。 
（２）地域指導者等との連携を今後も継続していくために 
    ・専門家の招聘や地域との連携について年間人材リストを作成する。 
    ・新たに創造的な体験的活動の充実をより一層図る。 


